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黒い金(O畔N昭帥)

～ユクワドルの新油田～

竹田英夫

日本の新聞を時折広げると“黒い霧"がいまだに尾

を引いているようであるがこちらでは目下“黒い金"

が話題となっている.といってもこれはエクワドル

にとって今後この国の産業に光明をもたらす救世主的な

朗報といえよう.“黒い金"とは石油のことである.

これ葉でエクワドルでは太平洋側の海岸地帯(COsta)

のSantaE1ena半島付近から石油が採掘されてきたが

最近は油量も減って来ており前途が暗いといわれてい

た.

ところが今回アマゾンの上流に当る東部地帯(Oriente)

でT6xacoとGulfが共同出資のもとに石油を試掘し

新第一号井でみごとに掘り当てたというニュｰスが伝え

られた.この新第一号井はLagoAgri0(酸っぱい湖)

と呼ばれる地点にありコロンビアとの国境から約40㎞

の距離にある(第1図参照).

エクワドルの東部地帯の石油資源の探査の歴史は相当

古く実は44年も前に当時のShe11が非帯に大規模な

調査をし油井も4本試掘したが成功せずして引き揚げ

たという.今でもPuyoの町の近くにShe11の根拠地

.があったShe1Lmeraという小村があり往時の建物も

残っている.

昨年の竈月胱t§bリr憂大学のF11鮎教授およびこちら

の中央大学(眈玉附si由dCe耐ra1)の学生と共にAm･

b納から東部地帯のP岬｡,N即｡ヨTe蝸さらにA工｡hi･

あ鯛というところまで約一週間巡検に出かけたカミ

脇脚層の石灰岩中にアスファノレトが湊透し節理面が

真黒になっているという石油の徴候をNapoとTena間

の遺傍やArchidOnaの近くの鐘乳洞中で見学した.

このような石油の表面徴候は東部地帯に以前から相当

数知られていたためSh･11か道路造りから始まるとい

った困難な石油探査を行なった次第である.

東部地帯はアンデスの真正山岳地帯(CordineraRea1)

の山麓からゆるく東側に傾斜した広大な密林地帯で高

温多湿であり九州の屋久島と同じく｢1年に400目雨

が降るjといわれているようなところである.

現在アマゾン河の上流に当るパスタｰサ河(RiOPas･

taZa)を中心として徐々に開拓が進められているが未

だ大部分が未開で狩り取った首の原型を止めたまま縮

小することで有名なヒｰバロ族やこのヒｰバロ族カミこ

わがるというアウカ族等もいまだに棲息しておりっい

1ヵ別まど前にもエクワドノレ人の家族カミァウカ族に襲撃

され殺されたという記事力茎新聞に出ていた.私たちが

巡検に行ったとき文明開化の影響を受けたヒｰバロ族

に会ったが彼らはポリネシア系で顔は比較的目本人と

似ており目つきが異常に鋭いといった印象を受けた.

アウカ族に出会ったときは彼らの視線が腕時計に行った

とするとすぐ腕時計をやり胸の万年筆に行ったと気付

くとすぐ万年筆をやるといった具合にすれば生命が保

証されると聞いたカミ真偽のほどは確かでたい.
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第1図LagoA即ioの位置図(区画は第2図の範昭を示す)

東部地帯(LogoAgrio)の試掘(Elcomercioから)�
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大分余談になったが東部地帯の地質を簡単に紹介し

よう(第23図参照).

エクワドノレの中央山間盆地の北半部は第四紀のカンガ

ワ(Cangagua)と呼ばれる火山灰の風成層と氷河作用

による堆積層から怒りその東側にある真正山岳地帯に

はおもに古生層を原岩とする変成岩一結晶片岩および片

麻岩一が発達する.さらに東側に進むと古生層カミ露

出し次にTOp0･9u三jOsと呼ばれる地溝帯一おもに

NapoおよびHouinの中生層からなる一があり古第三

紀ごろに貫入したとみられる花筒岩体カミ地溝帯に接して

分布する.一応この付近で真正山岳地帯カミ終りアマ

ゾン平原に移化して行くがその途中東部または亜アン

デス山地と呼ばれる地帯を経過する.

この亜アンデス山地はおもにジュラ紀の地層からなり

一部古生層カミ発達するが三畳系は欠如しているという

特徴が見られる.このジュラ系は大きくSantiag0層と

Chapiza層に2大別されその概要は次のとおりである.
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に移化している.またMishahauni河の下流では黒

色頁岩が発達しておりアスファルトカ増透する他メ

タンガスの発生する小さな塩水の泉もみられその底に

少量の原油が沈殿するというような現象もみられる.

2)Napo層

Ho11in層の上に整合関係をもってNapo層が発達す

るがこの地層は化石に富み下部自亜紀末期から上部

白亜紀にかけて堆積したことが明らかとされている.

場所により層厚は変化するが平均300m前後とみら

れ全体として化石に富むという特徴がある.Napo

層はさらに上部･中部･下部の3層に区分されとくに

中部Napo層はほとんど石灰岩からなりその内部に鐘

乳洞カミいくつか形成されている.巡検の際A･chidona

の近くの鐘乳洞に入ったが日本の秋芳洞たどと異なっ

てその申は急流に洗われており懐中電灯を片手にあ

られもないかっこうではい回ったことが今は一つの思

い出と在っている.

この地層の特徴は次のとおりである.

上部N8脾鰯

中部N叩｡層

下部N叩｡層

:黒色～暗緑色頁岩を主とし魚および貝の

比肩が豊富であるSenon呈an階下部に相

当する

:塊状石灰岩からなり貝化石を多量に合有

するペルｰのOriente層と呼ばれるもの

と同一の地層に当りTuronian階に属す

る

:暗黒色頁岩を主とし砂質頁岩および海緑

肩砂岩と互層する石灰岩は伴わ在いCe-

nomanianおよびA1bian階に相当する

このNapo層の上位にTena層と呼ばれる赤色頁岩層

が発達する.このTena層は上部白亜紀から古第三紀

に属するとされChapi･a層と同じく陸成堆積物でこの

中には油徴は全く認められない.さらにTena層は新

第三系および河川堆積物である第四紀層に広範におおわ

れている.

これら含油層である白亜紀の地層の地質構造は全体と

して複南斜構造を塁しNapo付近では東翼の傾斜が

酉翼に比べて著しい非対称的柾背斜構造がみられる.

また西側から東側に押しかぶせ的恋断層運動も局部的に

発達する.

以上が地質の概況の説明であるが今回のLagoAgrio

の試掘が以前のShe11の失敗にもかかわらずTexacoと

Gulfによって再び敢行された理由としては

(1)コロンビアの東部地帯エクワドノレとの国境近く

のSantarOsa付近においてTexacoが石油の

試掘に成功したこと

(2)この含油層がコロンビアからエクワドルに延び

さらに同一の地質構造力ミエクワドノレ側に続いて

背斜構造の規模が拡大していること

カミ大きな理由としてあげられる.

このLagoAgri0の正確な位置は北緯0.05124"西

経76.51120"でRioAguaricoの上流に当りSanta

Ceci1iaの近くにある.その試錐深度は10,175フィｰ

ト(3,105㎜)でその下底50フィｰトは基盤の変成岩

を掘さくしたとン･われておりこの新第一号井の産油量

は1日約2,650バｰレルでHollin層から1,350バｰレノレ

(28a･p･i)Napo層から1,300バｰレル(34a.p.i)産出す

ると報告されている.

コ:クァドル東部地帯�
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今後さらにこの油井の東側約45kmの地点で新第二

号井の試掘カ欄始されるが間題はどのような経路で輸

送するかということでコロンビァ側に油送管を敷設し

て送り出す公算もあるがエクワドルではIbarraから

亙smera1dasに送油しこれを契機に石油産業の開発も

考えている模様である

今一っの問題はアウカ族との接触で予定されている

新第三号井の位置にアウカ族が臨畠しており彼らの領

域に入って生活を乱すと報復的殺人が起こるということ

で頭を悩ませているとのことである.

今回の新第一号井の試掘の成功まで消費した探鉱資金

は毎月100万ドルを越したといわれその半分は人員お

よぴ資材の空輪のために使われたとのことでこのため

Texacoは途中でGu1fと共同出資し調査と試鋒を行な

ったといわれている.

ちょうど私がこちらに赴任して半年位たったとき

Texacoが調査を開始したカミ資金の問題で共同出資会

杜を探しているという話を聞きまた現地の地質の状況

荏どからその有望性が高いとのことで石油調査団を目

本から派遺されるよう要望したが実現に至ら恋かった

ことは今にして思うと残念である.しかしいまだ開

発の余地も残されておりとくに目本の企業進出を望む

声もあるので目本側での検討を要望したい.

(筆者は鉱床部現在エクワドルにて技術指導申)

付記:東部地帯の地質については

TschopP.H.J.(⊥953):Oi1exP1orationinthe

OrienteofEcuadorA.A.P.G.,vo1.37No.2を参

照されたい

また肩油法は英文のものがあるので必要征方には

Copyを送る用意があることもお伝えしておく

Napo河の渡しケｰブル

NapoよリTen置`こ考アく…j室鐙…

Napo層の含化石石灰岩
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